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大型放射光施設「ＳＰｒｉｎｇ－８」の概要

○世界最高水準の大型放射光施設として、共用促進法に基づき、産学官の

 多様な分野の研究者へ広く共用。

○理化学研究所が設置・運転維持管理、登録施設利用促進機関（JASRI）

 が利用者支援を実施。

○共用開始：平成９年

○共用施設の運用経費：約８４億円／年（５，０００時間運転の場合）

○共用促進法の枠組みの下の共用BLとは別に、理化学研究所や他研究機

 関、民間企業が、自らの研究開発を進めるために専用のBLを設置し、自

 ら運用している。（各機関の裁量の範囲内で、外部開放も可能）

共用 専用 理研 加速器診断 合 計

稼働中 ２６本 １７本 ８本 ２本 ５３本

建設・調整中 ３本 １本 ４本

合 計 ２６本 ２０本 ９本 ２本 ５７本

兵庫県

播磨科学
公園都市

○年間運転時間：約５，０００時間（ユーザータイム：約４，０００時間）

○年間利用者数：約１，５００課題／のべ約１０，０００人（共用BLのみ）

SPring-8の利用者数

【設置ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ及び稼働時間等】
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利用区分、利用料の基本的考え方について

共用促進法に基づく利用は、公募申請が原則。利用メニューの多様性で様々な利用者に対応

年2回募集

公募期間を長期に設定（随時受付に近い）し、喫緊の研究課題に対応

 
申請から利用開始まで最短で約1ヶ月程度

最長3年間有効（通常は半年有効）

年2回募集

利用時期の指定や測定の代行、

 
申請から利用開始まで約1ヶ月程度

大型の競争的資金等により一定の評価を得ており、成果が期待される課

 
題に対し、科学的妥当性の審査の免除と優先的に利用時間を配分

共用BL 成果非専有

成 果 専 有

通 常 利 用

緊 急 利 用

長 期 利 用

通 常 利 用

時期指定利用時期指定利用

優 先 利 用

設置者BL

 
専用BL 成果非専有

施設設置者（理研）、BL設置者（各機関）の方針により運用

 
理研BLのうち共用に供しているビームタイムについては、共用促進法

 
に準じた運用を行っている。成 果 専 有

利用区分 備考

消耗品費は

 
実費負担

運転コスト等の

 
利用料は無償

運転コスト等の

 
運営費回収方式

成果非専有の利用時間確保

 
のため上限を設定



○利用成果は公開が原則

平成23年度下期より、原則として３年以内に課題番号が明記されている査読付論文※を提出。

○特許出願、事業化等のための公開延期は認めない。

○成果専有利用については、簡便な利用報告書に加えて運営コスト相当の利用者負担を求める。

※論文等の発表に至らなかった課題の場合、利用研究成果集に掲載するレポートを提出し、SPring-8成果審査委員会の査読

 
審査により適切との評価を受け承認され、WEBへ公開されるという手続きを踏めば、成果公開の扱いとなる。

 
また、企業については、所属機関等で独自に査読編集される公開技術報告書の情報量・信頼性・完成度等がSPring-8成果

 
審査委員会で認められれば、当該報告書の提出により成果公開の扱いとすることが可能。 3

国の研究プロジェクト利用について

○成果非専有の「優先利用」枠を設定し、国のトップダウンプロジェクトにおける成果創出に貢献。

○要件：大型の競争的資金等により一定の評価を得ているとともに、優れた成果が期待される

 課題利用時間の優先配分と、科学的な妥当性の審査の免除（二重審査の排除）。

○ただし、より多くの研究者への利用に供する観点から「優先利用」の上限を設定

【主な利用プロジェクト】（平成22年度実績）

革新型蓄電池先端科学基礎研究事業（NEDO）、戦略的創造研究推進事業（JST）、ターゲット

 タンパク研究プログラム（MEXT）等

様々なフェーズ、分野のプロジェクト研究者が利用。

利用成果の取扱いの基本的考え方
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利用研究技術相談

利用者への技術的支援について

講習会等による講習会等による
利用プロモーション利用プロモーション

実地研修会実地研修会

利用可能性等利用可能性等

 
相談・検討相談・検討 利用実験事前相談利用実験事前相談

データ解析支援データ解析支援

BLBL利用実験準備利用実験準備

利用研究技術相談（利用目的に応じたBL、

 
手法、装置、条件、試料形態等のアドバイス、

 
スタッフ間での打合せ検討）に対応。

採択された課題について、実施の

 
事前相談、および利用実験のた

 
めの準備調整に対応。

利用実験支援

個別の実験に応じた利用実験技術支

 
援を実施。

取得された生データについて、適切な

 
データ処理等の技術支援を実施。

利用開始前 利用時 利用後

他施設との連携状況について

○国内の他施設との利用システムについて、明確な連携・統一化は図っていない。

○東日本大震災で直接被害を受けた、フォトンファクトリー（放射光施設）やJ-PARC（中性子線施

 設）等の利用課題のうち、実験手法の代替が可能である課題について、一部を受け入れるなど

 の連携を実施。
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